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ご
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

 
 

 

住
職 
細
川 

景
一 

  

「
百
華
春
至
っ
て
誰
が
為
に
か
開
く
」 

  

春
の
彼
岸
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
ひ
と
た
び
春
風
が

吹
け
ば
、
何
処
か
ら
と
も
な
く
次
か
ら
次
へ
と
青
い
芽

を
出
し
、
た
ち
ま
ち
緑
を
つ
け
て
、
一
斉
に
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
梅
、
桃
、
桜
、
五
月
、
つ
つ
じ
等
が
ま
さ
に

百
花
繚
乱
と
咲
き
乱
れ
ま
す
。 

 

江
戸
の
漢
学
者
、
佐
藤
一
斉
の
言
葉
に
あ
り
ま
す
。 

「
月
を
看
る
は
精
気
を
観
る
な
り
、
円
欠
春
翳(

え
ん

け
つ
し
ゅ
ん
ろ
う)

の
間
に
在
ら
ず
。
花
を
看
る
は
生

意
を
観
る
な
り
、
紅
紫
香
臭(

こ
う
し
こ
う
し
ゅ
う)

の

外
に
在
す
」。 

 

月
を
観
る
の
は
清
ら
か
な
気
を
観
る
の
で
あ
っ
て
、

月
が
丸
く
な
っ
た
り
、
欠
け
た
り
、
晴
れ
た
り
、
陰
っ

た
り
す
る
形
を
観
る
の
で
は
な
い
。
花
を
観
る
の
も
、

そ
の
生
き
生
き
と
し
た
花
の
心
を
観
賞
す
る
の
で
あ

っ
て
、
紅
や
紫
の
色
と
か
、
春
の
よ
う
な
外
に
現
れ
た 

    

様
子
を
観
る
の
で
は
な
い
。 

 

即
ち
花
の
生
命
、
心
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
云
う
の
で
す
。 

「
百
華
春
至
っ
て
誰
が
為
に
か
開
く
」
。
花
は
一
体
、

誰
の
為
に
咲
く
の
で
し
ょ
う
か
。
誰
の
為
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
何
の
為
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
生
命
の
赴

く
ま
ま
に
自
分
の
全
生
命
を
無
心
に
発
揮
し
て
、
天
地

一
杯
に
「
た
だ
、
た
だ
」
咲
い
て
い
る
の
で
す
。 

 

た
だ
咲
い
て
、
私
た
ち
に
生
き
方
を
教
え
、
勇
気
づ

け
、
慰
め
、
そ
し
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
も

そ
の
功
を
少
し
も
誇
る
事
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と
す

ば
ら
し
い
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
も
そ
う

あ
り
た
い
と
願
う
昨
今
で
す
。 

            

     

行
事
予
定 

五
月 

七
日(

月)

～ 
 

第
三
次
西
国
三
十
三
観
音
巡
礼 

六
月 

十
三
日(

水)
 
 

第
百
三
十
二
回
三
峰
榛
名
講 

七
月 

六
日(

金)
 

 
 

七
夕
飾
り
を
作
る
会 

十
三
日(

金)

～
十
五
日(

日)
 

 

お
盆
の
棚
経 

 
 

十
七
日(

火)
 

 
 

施
餓
鬼
会 

八
月 

三
日(

金)

～ 

五
日(

日)
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

龍
雲
寺
盆
踊
り
大
会 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

(

於
・
環
七
龍
雲
寺
駐
車
場
） 

 
 

十
五
日(

水)

～
十
七
日(

金)
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

第
七
次
妙
心
寺
お
精
霊
送
り
と 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

五
山
の
送
り
火
の
旅 

九
月
二
十
二
日(

土)
 
 

秋
季
彼
岸
会 

 
 

二
十
五
日(

火)

～
二
十
八
日(

金)
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

第
七
次
四
国
八
十
八
カ
所
巡
拝
① 

十
月 

六
日(

土)
 

 
 

第
九
回
天
満
敦
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

コ
ン
サ
ー
ト
（
於
・
本
堂
） 

 
 

十
五
日(

月)

～
十
八
日(

木)
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

第
三
次
西
国
三
十
三
観
音
巡
礼
② 

十
一
月
十
三
日(

火)

～
十
五
日(

木)
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

全
国
奉
詠
大
会 

 
 

十
二
月
中
旬 

 
 
 
 

龍
雲
寺
子
ど
も
会
餅
つ
き
大
会 

 
 

三
十
一
日(

月)
 
 

除
夜
の
鐘 

龍
雲
寺 

花
園
会
報 

二
〇
一
二
年

春
彼
岸
号 

監
修 

細
川 

景
一 

編
集 

細
川
要
子 

○
妙
心
寺 

U
R
L
 h
t
t
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/
/
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s
h
i
n
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o
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○
龍
雲
寺 
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東
京
都
世
田
谷
区
野
沢
三-

三
八-

一       

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三-

三
四
一
八-

九
八
六
三 

春
季
彼
岸
会
法
要 

三
月
二
十
日(

火) 

春
分
の
日 
於
・
龍
雲
寺
本
堂 

正
午
～ 

 
 
 
 
 
 
 

御
詠
歌
奉
詠 

午
後
十
二
時
四
十
五
分
～ 

法
話 
本
山
布
教
師 

午
後
一
時
半
～ 

 
 
 
 

法
要 

 

※
手
作
り
の
、
お
は
ぎ
と
お
漬
物
を
ご
用
意
し
て 

 
 

い
ま
す
。
皆
様
お
揃
い
で
お
参
り
く
だ
さ
い
。 



わ
ら
べ
地
蔵
を 

被
災
地
へ
！ 

 

三
月
二
日
・
三
日 

 

百
六
十
名
参
加 

     
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

◆
無
相
教
会
花
園
流
御
詠
歌
会
員
募
集 

 

毎
月
一
回 

須
藤
芳
順
先
生
の
ご
指
導 

 

三
月
二
十
六
日(

月)

・
四
月
二
十
六
日(

木)

・
五
月
十

六
日(

水)

・
六
月
十
一
日(

月)

・
七
月
三
日(

火)

の
午
前

十
一
時
～
十
五
時 

会
費
は
無
料
、
お
弁
当
代
六
百
円
の

み
。
貸
出
用
の
御
詠
歌
の
お
道
具
有
り
、
見
学
自
由
、
全

員
イ
ス
席
で
講
習
を
受
け
ま
す
。(

木)

に
自
主
練
習
（
不

定
期
）。
男
性
も
ど
う
ぞ
。 

○
他
に
も
龍
雲
寺
で
は
囲
碁
の
会
・
茶
道
部
・
法
声
会(

長

唄
・
三
味
線)

・
獅
子
舞
・
子
ど
も
会
・
か
っ
ぽ
れ
・
ヨ
ー

ガ
等
が
あ
り
ま
す
。 

◆
バ
ラ
の
中
国
茶
会
の
お
知
ら
せ 

 

バ
ラ
園
の
バ
ラ
が
美
し
く
咲
き
暖
か
な
季
節
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
季
節
に
赤
い
毛
氈
の
上
で
野
点
の
中
国
茶
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

バ
ラ
を
テ
ー
マ
に
し
て
四
つ
の
茶
席
を
展
開
し
、
順
番

に
回
っ
て
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
茶
席
の
雰
囲
気
を
お
楽
し

み
下
さ
い
。 

 

日
時 

五
月
二
十
七
日(

日) 

午
後
一
時
～
三
時
半 

 

場
所 

龍
雲
寺
バ
ラ
園
（
雨
天
時
は
会
館
で
） 

 

会
費 

三
千
円
（
当
日
集
金
） 

 

定
員 

二
十
名
（
四
茶
席
）
定
員
に
な
り
次
第
〆
切 

 

申
し
込
み
先 

龍
雲
寺 

 

掩
れ
手 

 

白
石 

秀
典 

 

他
三
名 

 

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
東
京 

四
川
勤
務 

 

中
国
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

 

中
国
政
府
公
認
高
級
評
茶
員
・
中
級
茶
藝
師 

３月２日(金) 

３月３日(土) 



         

 

◆
花
園
会 

禅
・
仏
教
講
座 

 
ご
案
内 

花
園
大
学
の
先
生
方
に
よ
る
、
禅
と
仏
教
に
つ
い
て
の

講
座
で
す
。 

 

三
月
三
十
一
日(

土) 

安
永 

祖
堂×

佐
藤 

研 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
禅
と
キ
リ
ス
ト
教
の
出
会
い
』 

 

四
月
二
十
一
日(

土) 

則
竹 

秀
南 

『
未
定
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
島 

志
朗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
恵
能
と
心
地
無
相
会
』 

 

五
月
二
十
六
日(

土) 

細
谷 

暁
夫×

佐
々
木 

閑 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

『
科
学
と
仏
教
の
接
点Ⅷ

』 

 

六
月 

十
六
日(

土) 

竹
貫 

元
勝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
黒
衣
宰
相
本
光
国
師
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
田 

叡
禮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
主
峯
宗
密
の
融
合
仏
教
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

敬
称
略) 

☆
時
間 

午
後
二
時
～
五
時 

☆
会
場 

龍
雲
寺
本
堂
に
て 

☆
お
問
い
合
わ
せ 

龍
雲
寺
ま
で 

◆
早
朝
洗
心
座
禅
会 

毎
週
日
曜
日 

朝
六
時
半
～
八
時
半 

会
費 

無
料 

◆
写
経
会 

毎
月
第
二
土
曜
日 

一
時
～
四
時 

(

但
し
、
七
月
、
八
月
は
お
休
み) 

◆
龍
雲
寺
厚
木
墓
地
の
ご
案
内 

聞
修
寺
墓
苑
内
に
龍
雲
寺
檀
徒
用
の
墓
地
を
造
成
し

ま
し
た
。
龍
雲
寺
檀
徒
と
し
て
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

Ａ(

一
五
〇×

一
五
〇)

永
代
使
用
料
一
二
五
万
円 

Ｂ(

一
五
〇×

一
四
〇)

永
代
使
用
料
一
一
四
万
円 

Ａ
Ｂ
と
も
納
骨
棺
、
塔
婆
立
、
拝
石
等
の
外
柵
工
事
費 

を
含
み
ま
す
。 

 

こ
の
ま
ま
で
直
ち
に
納
骨
で
き
ま
す
。
右
記
の
金
額 

を
直
接
お
寺
に
お
納
め
下
さ
い
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て 

は
龍
雲
寺
ま
で
。 

 
 

◆
納
骨
堂 

 
 
 
 
(

お
遺
骨
一
時
預
り 

無
料) 

墓
地
を
お
持
ち
で
な
い
方
や
転
勤
の
多
い
方
、
将
来 

 

落
ち
着
き
先
が
わ
か
ら
な
い
方
た
ち
が
、
ご
不
幸
が
あ 

 

っ
て
慌
て
て
墓
地
を
買
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
落
ち
着
い 

 

て
考
え
る
時
間
を
持
っ
て
下
さ
る
よ
う
に
と
い
う
考
え 

 

で
十
数
年
前
に
納
骨
堂
を
本
堂
の
裏
側
に
建
て
ま
し
た
。 

 
 

い
つ
も
お
参
り
の
方
が
い
ら
し
て
い
ま
す
。 

◆
ご
報
告 

わ
ら
べ
地
蔵
を
被
災
地
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

朝
日
新
聞
や
日
本
経
済
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
、
松

島
の
瑞
巌
寺
で
三
月
六
日
に
行
わ
れ
た
東
日
本
大
震
災
の

一
周
忌
法
要
と
わ
ら
べ
地
蔵
の
開
眼
供
養
の
法
要
に
参
列

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
千
五
百
六
十
体
の
わ
ら

べ
地
蔵
が
被
災
者
の
代
表
の
方
々
に
手
渡
し
さ
れ
ま
し
た
。 

龍
雲
寺
で
は
三
月
二
日
八
十
名
、
三
日
も
八
十
名
参
加

さ
れ
百
六
十
体
彫
像
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
が
一
生
懸
命
彫

像
さ
れ
、
中
に
は
手
放
し
難
い
方
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ま
た
近
い
う
ち
に
教
え
て
頂
く
機
会
を
作
り
ま
す
。
以
前

あ
り
ま
し
た
仏
像
を
彫
る
会
を
休
会
し
て
い
ま
す
の
で
再

開
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

◆
お
知
ら
せ 

桜
の
お
花
見 

四
月
五
日(

木)

午
前
十
一
時
～
十
二
時
半 

龍
雲
寺
南
薫
亭
集
合 

会
費 

千
五
百
円
（
当
日
集
金
） 

三
月
三
十
一
日
〆
切
・
お
申
込
み
は
龍
雲
寺
ま
で
。 

龍
雲
寺
で
は
今
、
三
本
の
河
津
桜
が
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。 

尾
長
鳥
・
メ
ジ
ロ
・
イ
ン
コ
等
が
沢
山
い
ま
す
。
の
ん
び

り
ゆ
っ
く
り
境
内
を
ご
覧
頂
き
、
美
味
し
い
お
昼
と
お
菓

子
を
ご
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？ 

ご
夫
婦
・
お
友
達
・
お
一
人
で
も
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
♪ 

募
集
中 

◆
第
九
回

天
満
敦
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト 

日
時 

十
月
六
日(

土)

午
後
三
時
～
受
付
開
始
・
整
理
券 

配
布
。
受
付
開
始
前
に
は
整
理
券
は
お
渡
し
し
ま 

せ
ん
。 

会
費 

三
千
五
百
円
（
当
日
集
金
） 

 

お
抹
茶
・
虎
屋
さ
ん
の
お
菓
子
・
笹
寿
司
を
ご
用
意
。 

 

会
場
は
本
堂
で
イ
ス
席
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
車
イ
ス
対 

 

応
の
ト
イ
レ
も
有
り
ま
す
。 

申
し
込
み
先 

龍
雲
寺
へ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ハ
ガ
キ
で 

 
 
 
 
 
 

 



 
■
第
七
次
第
一
回
四
国
八
十
八
カ
所
巡
拝 

※
都
合
で
九
月
二
十
五
日(

火)

～
二
十
八
日(

金)

に
変
更
。 

 

ぜ
ひ
ご
参
加
を
！
（
三
泊
四
日
） 

会
費
十
万
六
千
円(

納
経
料
と
拝
観
料
は
別
途) 

一
番
霊
山
寺
～
二
十
九
番
国
分
寺
ま
で
。
住
職
と
寺
庭
が

引
率
。
龍
雲
寺
集
合
・
解
散
、
羽
田
空
港
・
現
地
集
合
可
。

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
等
を
使
っ
て
巡
拝
。

輪
袈
裟
・
経
本
・
白
衣
は
龍
雲
寺
よ
り
進
呈
。
春
と
秋
の

計
二
回
二
年
で
結
願
。
高
野
山
、
妙
心
寺
へ
も
参
拝
。
今

回
は
一
番
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
ま
で
二
百
人
位
の

方
が
満
願
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
名
一
室
等
の
希
望
も
可
。 

■
第
三
次
第
一
回
西
国
三
十
三
観
音
巡
礼 

五
月
七
日(

月)

～
十
日(

木) 

三
泊
四
日 

会
費
十
万
三
千
円
（
納
経
料
別
途
） 

龍
雲
寺
か
ら
バ
ス
で
一
番
青
岸
渡
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
二
回
目
の
会
費
は
八
万
五
千
円
位
で
す
。
五
月
と
秋

の
計
二
回
、
二
年
で
満
願
。
今
回
が
一
番
ス
タ
ー
ト
で
す
。

秩
父
三
十
四
観
音
。
坂
東
三
十
三
観
音
・
西
国
三
十
三
観

音
で
百
観
音
巡
礼
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
百
観
音
巡
礼
を
結

願
し
て
下
さ
い
。
輪
袈
裟
・
経
本
・
白
衣
は
龍
雲
寺
よ
り

進
呈
し
ま
す
。
二
名
一
室
等
の
希
望
可
。 

■
第
七
回
妙
心
寺
と
五
山
送
り
火
の
旅 

八
月
十
五
日(

水)

～
十
七
日(

金)
 

二
泊
三
日 

会
費
七
万
二
千
円
（
納
経
料
別
途
） 

龍
雲
寺
集
合
・
解
散 

新
幹
線
の
駅
・
現
地
集
合
可
。 

妙
心
寺
で
の
団
体
参
拝
・
お
精
霊
送
り
、
妙
心
寺
花
園
会

館
屋
上
か
ら
送
り
火
を
拝
め
る
の
で
疲
れ
ま
せ
ん
。 

ツ
イ
ン
・
ベ
ッ
ド
で
バ
ス
ト
イ
レ
付
、
シ
ン
グ
ル
・
ル
ー

ム
や
和
室
・
大
浴
場
も
有
り
、
川
床
料
理
や
精
進
料
理
・

朝
粥
・
お
や
つ
も
ご
用
意
。
写
仏
・
写
経
・
お
数
珠
・
匂

い
袋
・
友
禅
染
め
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
り
等
暑
い
京
都
を
涼
し

く
、
楽
し
い
事
を
考
え
て
い
ま
す
。
お
子
様
料
金
も
あ
り

ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。 

※
い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
ま
す
の
で
お
早
め
に
。 

お
一
人
で
も
、
ご
高
齢
の
方
も
楽
な
旅
で
す
の
で
大
丈
夫

で
す
。
巡
拝
・
巡
礼
の
旅
の
説
明
会
有
り
。
二
名
一
室
等

の
ご
希
望
も
可
。
お
申
込
み
の
方
に
は
詳
細
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

 
○
茅
ヶ
崎
市
美
術
館
企
画
展 

韮
崎
大
村
美
術
館
所
蔵 

 
響
き
あ
う
女
性
美
術
家
の
世
界
展 

四
月
二
十
八
日(

土)

～
六
月
十
日(

日) 
 

十
時
～
十
八
時
（
入
館
は
十
七
時
半
ま
で
） 

休
館
日 

月
曜
日(

但
し
四
月
三
十
日
は
開
館)

・
五
月
一

日(

火)

・
二
日(

水)

・
八
日(

火)

～
十
日(

木) 

会
場 

茅
ヶ
崎
市
美
術
館 

 

一
般
三
百
円 

四
月
二
十
八
日(

土)

三
時
～ 

大
村
智
先
生
・
入
江
観
先
生
・
小
川
稔
館
長
の
座
談
会 

○
く
ち
な
し
の
会
（
グ
ル
ー
プ
展
） 

有
楽
町
朝
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー(

有
楽
町
マ
リ
オ
ン
十
一
階) 

四
月
二
十
日(

金)

～
二
十
五
日(

水)

休
館
日
な
し 

午
前
十
一
時
～
十
九
時
、
最
終
日
は
十
六
時
迄 

※
二
つ
の
展
覧
会
に
出
品
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

ご
覧
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

細
川 

要
子 

 

★
★
編
集
後
記
★
★ 

○
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？
○
今
回
、
四
国
八

十
八
カ
所
巡
拝
は
今
ま
で
二
百
人
近
い
方
々
が
結
願
さ
れ

て
い
る
の
で
、
お
申
込
み
の
人
数
が
少
な
い
の
も
無
理
な

い
と
思
い
、
九
月
に
延
期
し
て
参
加
者
が
増
え
る
の
を
待

ち
ま
す
。
今
回
の
巡
拝
が
結
願
さ
れ
た
ら
四
国
巡
拝
は
お

休
み
し
ま
す
○
西
国
巡
礼
は
現
在
二
十
四
名
お
申
込
み
が

あ
り
三
十
名
位
で
〆
切
り
ま
す
○
わ
ら
べ
地
蔵
の
彫
像
は

初
心
者
が
多
く
皆
様
熱
中
し
て
彫
像
さ
れ
、
最
初
心
配
し

て
い
た
ケ
ガ
人
も
な
く
本
堂
は
檜
の
香
り
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
○
御
詠
歌
は
四
十
名
の
会
員
皆
様
が
仲
良
く
楽
し
く

御
詠
歌
を
お
唱
え
す
る
お
か
げ
で
肺
活
量
も
増
え
て
元
気

で
す
○
お
花
見
は
例
年
女
性
だ
け
で
し
た
が
今
年
か
ら
男

性
も
お
誘
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
ワ
イ
ン
の

ご
用
意
も
あ
り
ま
す
。
○
龍
雲
寺
の
山
内
を
出
て
レ
ン
ガ

の
塀
の
あ
る
所
に
バ
ラ
園
が
あ
り
ま
す
○
山
内
一
同
お
か

げ
さ
ま
で
皆
元
気
に
し
て
い
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
で

す
の
で
皆
様
お
身
体
お
大
事
に
。 

 
 
 
 
 
 

要
子 

 

募
集
中
！ 



Ｚ
亜
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｍ
Ｎ
９
ｉ 

     

ご
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

 
 

 

住
職 
細
川 

景
一 

「
天
変
地
異
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
今

は
地
震
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
竜
巻
、
台
風
等
の
天

候
不
順
が
続
い
て
い
ま
す
。 

皆
様
方
に
は
お
元
気
に
お
暮
ら
し
の
事
と
、
ご
推
察
申

し
上
げ
ま
す
。 

「
光
陰
矢
の
如
く
」
又
お
盆
を
迎
え
ま
し
た
。
お
盆

の
行
事
は
何
時
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も

の
の
本
に
よ
れ
ば
斉
明
天
皇
三
年
（
六
六
三
年
）
七
月

に
全
国
寺
院
で
先
祖
の
冥
福
を
祈
り
、
早
く
亡
く
な
っ

た
古
人
を
忍
ぶ
供
養
斎
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
録
が

あ
る
そ
う
で
す
。 

永
い
歴
史
の
上
に
今
日
の
盆
会
が
あ
る
わ
け
で
す
。

近
頃
不
合
理
不
経
済
と
云
っ
て
精
神
的
（
こ
こ
ろ
）
な

も
の
を
切
り
捨
て
る
風
潮
が
ま
ま
あ
る
様
で
残
念
で

す
。
盆
の
行
事
も
是
非
、
次
ぎ
の
世
代
に
続
け
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

亡
き
人
の
在
す
が
如
し
魂
ま
つ
り 

仏
壇
が
開
か
れ
て
真
菰
を
敷
き
、
茄
子
、
胡
瓜
に
芋
殻

の
足
を
つ
け
て
ロ
ー
ソ
ク
の
美
し
い
灯
が
流
れ
、
線
香

の
煙
が
円
を
え
が
い
て
消
え
て
ゆ
く
様
子
は
應
に
日 

     

本
独
特
の
先
祖
を
大
切
に
す
る
盆
会
の
風
景
で
す
。 

思
え
ば
昨
今
、
家
族
の
崩
壊
が
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
家
族
は
一
つ
」
だ
と
千
べ
ん
万
べ
ん
云
っ
た
と
こ
ろ

で
家
族
は
一
つ
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
壇

の
前
に
あ
る
い
は
お
墓
の
前
に
家
族
が
全
員
、
先
祖
の

霊
に
お
参
り
す
る
。
こ
の
積
み
重
ね
が
自
然
と
家
族
は

一
つ
で
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
行
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
お
盆
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。 

 

わ
が
父
母
は
ま
さ
し
く
我
に
生
き
て
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 

思
ふ
に
顕た

ち
来く

常
見

つ

ね

み

し
お
も
か
げ 

「
窪
田 

空
穂
」 

 
 

           

     

行
事
予
定 

七
月 

六
日(

金)
 
 

七
夕
飾
り
を
作
る
会 

十
三
日(

金)

～
十
五
日(

日)
 

お
盆
の
棚
経 

 
 

十
七
日(

火)
 
 

施
餓
鬼
会 

八
月 

三
日(

金)

～
五
日(

日)

龍
雲
寺
盆
踊
り
大
会 

(

於
・
環
七
龍
雲
寺
駐
車
場
） 

 
 

十
五
日(

水)

～
十
七
日(

金)
 

第
七
次
妙
心
寺
お
精
霊
送
り 

と
五
山
の
送
り
火
の
旅 

九
月
二
十
二
日(

土)
 

秋
季
彼
岸
会 

 
 

二
十
五
日(

火)

～
二
十
八
日(

金)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
七
次
四
国
巡
拝
① 

十
月 

六
日(

土)
 
 
 

第
九
回
天
満
敦
子
ヴ
ァ
イ
オ 

リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
於
・
本
堂
） 

 
 

十
五
日(

月)

～
十
八
日(

木)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
次
西
国
巡
礼
② 

十
一
月
十
三
日(

火)

～
十
五
日(

木)
 

全
国
奉
詠
大
会 

十
一
月
二
十
七
日
（
火
）
～
三
十
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
拜
② 

 

十
二
月
中
旬 

 
 
 

龍
雲
寺
子
供
会
餅
つ
き
大
会 

 
 

三
十
一
日(

月)
 

除
夜
の
鐘 

一
月
七
日
（
月
） 

 
 
 

大
般
若
会 

 

龍
雲
寺 

花
園
会
報 

二
〇
一
二
年

お
盆
号 

監
修 

細
川 

景
一 

編
集 

細
川
要
子 

○
妙
心
寺 

U
R
L
 h
t
t
p:
/
/
myo

s
h
i
n
.c
o
m
/ 
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 

〒
一
五
四-

〇
〇
〇
三 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三-

三
四
二
一-

〇
二
三
八 

 

○
龍
雲
寺 

U
R
L
 h
t
t
p:
/
/
hom

e
.
c
a
tv
.
n
e.
j
p
/r
r
/
ry
u
u
unj

i
/
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 

東
京
都
世
田
谷
区
野
沢
三-

三
八-

一 
 
 
  
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三-

三
四
一
八-

九
八
六
三 

盂
蘭
盆
会
法
要 

七
月
一
七
日(

火) 
  

午
前
十
一
時 

 
 

 
 

御
詠
歌
奉
詠 

午
前
十
一
時
四
半 

 
 

法
話 

正
后 

 
 

 
 
 
 
 

法
要 

 

※
お
食
事
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
猛
暑
の
中
十
分
気
を

つ
け
て
お
参
り
下
さ
い
。 

 

お
申
し
込
み
不
要
。 



第
三
次 

西
国
三
十
三
観
音
巡
礼 

 
 

 
 

 

五
月
七
日
（
月
）
～
十
日
（
木
） 

 
 

 

 

募
集
中 

◆
無
相
教
会
花
園
流
御
詠
歌
会
員
募
集 

 

毎
月
一
回 

須
藤
芳
順
先
生
の
ご
指
導 

 

九
月
十
日(

月)

・
十
月
十
二
日(

金)

・
十
一
月
九
日

(

金)

・
十
二
月
二
十
五
日(

火)

午
前
十
一
時
～
十
五
時 

会
費
は
無
料
、
お
弁
当
代
六
百
円
の
み
。
貸
出
用
の
御
詠

歌
の
お
道
具
有
り
、
見
学
自
由
、
全
員
イ
ス
席
で
講
習
を

受
け
ま
す
。(

木)

に
自
主
練
習
（
不
定
期
）
。
男
性
も
ど
う

ぞ
。 

○
他
に
も
龍
雲
寺
で
は
囲
碁
の
会
・
茶
道
部
・
法
声
会(

長

唄
・
三
味
線)

・
獅
子
舞
・
子
ど
も
会
・
か
っ
ぽ
れ
・
ヨ
ー

ガ
等
が
あ
り
ま
す
。 

              

 

 

書
生
さ
ん
紹
介  

   

 

  

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
  

◆
第
九
回

天
満
敦
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト 

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
東
京
芸
術
大
学
在
学
中
に
日
本
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位
、
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
晩
年
の

名
作
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
弓
は
伝
説
の
巨
匠
イ
ザ
イ
遺
愛

の
名
弓 

日
時 

十
月
六
日(

土)
午
後
三
時
～
受
付
開
始
・
整
理
券 

配
布
。
受
付
開
始
前
に
は
整
理
券
は
お
渡
し
し
ま 

せ
ん
。
お
申
し
込
み
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
お
ハ
ガ
キ
で
、 

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
参
加
人
数
を
明
記 

会
費 

三
千
五
百
円
（
当
日
集
金
） 

 

お
抹
茶
・
虎
屋
さ
ん
の
お
菓
子
・
笹
寿
司
を
ご
用
意
。 

 

会
場
は
本
堂
で
イ
ス
席
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
車
イ
ス
対 

 

応
の
ト
イ
レ
も
有
り
ま
す
。 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

伊
東

い

と

う 

正
智

し
ょ
う
ち 

四
十
四
歳 

 

神
奈
川
県
横
浜
市 

高
野
山
大
学 

 

広
園
僧
堂 

龍
雲
寺
歴 

三
年
六
ヶ
月 

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

坂
本

さ
か
も
と 

宗そ
う

耕こ
う 

 

四
十
二
歳 

 

和
歌
山
県
和
歌
山
市 

日
本
大
学 

 

円
福
僧
堂 

龍
雲
寺
歴 

一
年
八
ヶ
月 

毎
日
タ
ラ
と
ハ
ク
の
散
歩
が
楽
し
み

で
す
。 

脇
坂

わ
き
さ
か 

玄げ
ん

旭
き
ょ
く 

 

三
十
二
歳 

 

京
都
市
妙
心
寺
山
内 

隣
華
院 

千
葉
大
学 

 

平
林
僧
堂 

龍
雲
寺
歴 

三
ヶ
月 

趣
味
は
バ
ラ
園
の
鑑
賞
で
す
。 

中
山

な
か
や
ま 

宗そ
う

瑛え
い 

 

二
十
五
歳 

 

福
島
県
福
島
市 

東
光
寺 

花
園
大
学 

 

妙
心
僧
堂 

龍
雲
寺
歴 

二
ヶ
月 

夕
方
の
梵
鐘
打
ち
が
楽
し
み
で
す
。 



◆
花
園
会 

禅
・
仏
教
講
座 

 

ご
案
内 

花
園
大
学
の
先
生
方
に
よ
る
、
禅
と
仏
教
に
つ
い
て
の

講
座
で
す
。 

 

十
一
月
十
七
日(
土)

 

西
村 

惠
信 

師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
沢
庵
和
尚
の
周
辺
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
尾 

良
信 

師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
孤
高
の
禅
師 

道
元
』 

 

一
月
十
九
日(

土) 
 

野
口 
善
敬 

師 

『
今
北
洪
川
と
【
禅
海
一
瀾
】
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玄
侑 

宗
久 
師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
だ
る
ま
さ
ん
』 

 

☆
会
費 

一
〇
〇
〇
円
（
当
日
集
金
） 

☆
時
間 

午
後
二
時
～
五
時 

☆
会
場 

龍
雲
寺
本
堂
に
て 

☆
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は 

龍
雲
寺
ま
で 

☆
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す 

◆
早
朝
洗
心
坐
禅
会 

毎
週
日
曜
日 

朝
六
時
半
～
八
時
半 

会
費 

無
料 

坐
禅
用
の
イ
ス
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。 

◆
写
経
会 

毎
月
第
二
土
曜
日 

一
時
～
四
時 

(

但
し
、
七
月
、
八
月
は
お
休
み) 

納
経
料
は 

一
巻
五
〇
〇
円 

来
ら
れ
な
い
方
は
、
お
写
経
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。 

ご
自
宅
で
ご
ゆ
っ
く
り
お
写
経
を
ど
う
ぞ 

イ
ス
席
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。 

※
坐
禅
会
と
写
経
会
は
、
お
申
し
込
み
不
要
。 

 

◆
龍
雲
寺
厚
木
墓
地
の
ご
案
内 

聞
修
寺
墓
苑
内
に
龍
雲
寺
檀
徒
用
の
墓
地
を
造
成
し

ま
し
た
。
龍
雲
寺
檀
徒
と
し
て
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

Ａ(

一
五
〇×

一
五
〇)

永
代
使
用
料
一
二
五
万
円 

Ｂ(

一
五
〇×

一
四
〇)

永
代
使
用
料
一
一
四
万
円 

Ａ
Ｂ
と
も
納
骨
棺
、
塔
婆
立
、
拝
石
等
の
外
柵
工
事
費 

を
含
み
ま
す
。 

 

こ
の
ま
ま
で
直
ち
に
納
骨
で
き
ま
す
。
右
記
の
金
額 

を
直
接
お
寺
に
お
納
め
下
さ
い
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て 

は
龍
雲
寺
ま
で
。 

 
 

◆
納
骨
堂 

 
 
 
 
(

お
遺
骨
一
時
預
り 

無
料) 

墓
地
を
お
持
ち
で
な
い
方
や
転
勤
の
多
い
方
、
将
来 

 

落
ち
着
き
先
が
わ
か
ら
な
い
方
た
ち
が
、
ご
不
幸
が
あ 

 

っ
て
慌
て
て
墓
地
を
買
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
落
ち
着
い 

 

て
考
え
る
時
間
を
持
っ
て
下
さ
る
よ
う
に
と
い
う
考
え 

 

で
十
数
年
前
に
納
骨
堂
を
本
堂
の
裏
側
に
建
て
ま
し
た
。 

 
 

い
つ
も
お
参
り
の
方
が
い
ら
し
て
い
ま
す
。 

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
尚 

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援 

『
浜
ば
っ
ぱ
の
ぞ
う
き
ん
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
尚
で
は
、
七
ヶ
浜
で
支
援
さ
れ
、
町
内
の
仮
設

住
宅
で
生
活
す
る
浜
ば
っ
ぱ
を
支
援
す
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。 

（
※
浜
ば
っ
ぱ
と
は
、
浜
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
う
意
味
）

活
動
内
容
は
、
浜
ば
っ
ぱ
に
雑
巾
を
縫
っ
て
も
ら
い
、
そ

の
縫
っ
て
頂
い
た
雑
巾
一
枚
毎
に
浜
ば
っ
ぱ
に
一
〇
〇
円

が
手
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。（
※
一
組
四
〇
〇
円
の
う
ち
三
〇

〇
円
が
雑
巾
を
縫
っ
た
浜
ば
っ
ぱ
に
「
報
酬
」
と
支
払
わ

れ
、
残
り
の
一
〇
〇
円
は
送
料
、
縫
製
道
具
、
梱
包
代
な

ど
の
経
費
に
。
） 

雑
巾
は
色
も
大
き
さ
も
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
支
援
品
の

タ
オ
ル
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
他
の
雑
巾

と
の
一
番
の
違
い
は
、
浜
ば
っ
ぱ
そ
れ
ぞ
れ
の
復
興
へ
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

大
震
災
の
津
波
で
自
宅
を
失
い
、
先
の
見
え
な
い
仮
設

住
宅
で
の
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
で
も
浜

ば
っ
ぱ
は
笑
顔
と
元
気
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し

て
私
た
ち
は
そ
の
笑
顔
に
勇
気
と
元
気
を
戴
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
浜
ば
っ
ぱ
に
何
か
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、

こ
の
支
援
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

被
災
地
が
、
七
ヶ
浜
が
元
気
に
笑
顔
に
な
る
よ
う
に
。 

被
災
地
の
浜
ば
っ
ぱ
と
こ
の
活
動
に
ご
賛
同
頂
い
た
皆

さ
ん
が
幸
せ
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
。
そ
ん
な
支
援
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

 Ｎ
Ｐ
Ｏ
尚
『
浜
ば
っ
ぱ
の
ぞ
う
き
ん
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 
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※
龍
雲
寺
に
て
浜
ば
っ
ぱ
ぞ
う
き
ん
を 

置
い
て
あ
り
ま
す
。
一
組
四
〇
〇
円 



 

 

 ■

第
七
次
第
一
回
四
国
八
十
八
カ
所
巡
拝 

※
都
合
で
九
月
二
十
五
日(
火)

～
二
十
八
日(

金)

に
変
更
。 

 

ぜ
ひ
ご
参
加
を
！
（
三
泊
四
日
） 

会
費
十
万
六
千
円(

納
経
料
と
拝
観
料
は
別
途) 

一
番
霊
山
寺
～
二
十
九
番
国
分
寺
ま
で
。
住
職
と
寺
庭
が

引
率
。
龍
雲
寺
集
合
・
解
散
、
羽
田
空
港
・
現
地
集
合
可
。

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
等
を
使
っ
て
巡
拝
。

輪
袈
裟
・
経
本
・
白
衣
は
龍
雲
寺
よ
り
進
呈
。
二
年
で
結

願
。
高
野
山
、
妙
心
寺
へ
も
参
拝
。
今
回
は
一
番
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
ま
で
二
百
人
位
の
方
が
満
願
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
名
一
室
等
の
希
望
も
可
。 

■

第
七
次
第
二
回
四
国
八
十
八
カ
所
巡
拝 

十
一
月
二
十
七
日(

火)

～
三
十
一
日(

金)
 

三
泊
四
日 

今
年
は
、
う
る
う
年
な
の
で
逆
打
ち
を
す
る
と
三
倍
ご

利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
番
か
ら
二
十
九
番
ま
で
順
打
ち
で
、
五
十
四
番
か
ら
三

十
番
ま
で
を
逆
打
ち
し
ま
す
。 

来
年
は
、
四
月
と
十
一
月
に
巡
拜
予
定
で
す
。
紅
葉
の
高

野
山
、
京
都
で
結
願
の
旅
を
終
わ
り
ま
す
。 

妙
心
寺
と
五
山
送
り
火
の
旅 

八
月
十
五
日(

水)

～
十
七
日(

金)
 

二
泊
三
日 

会
費
七
万
二
千
円
（
納
経
料
別
途
） 

龍
雲
寺
集
合
・
解
散 

新
幹
線
の
駅
・
現
地
集
合
可
。 

妙
心
寺
で
の
団
体
参
拝
・
お
精
霊
送
り
、
妙
心
寺
花
園
会

館
屋
上
か
ら
送
り
火
を
拝
め
る
の
で
疲
れ
ま
せ
ん
。 

ツ
イ
ン
・
ベ
ッ
ド
で
バ
ス
ト
イ
レ
付
、
シ
ン
グ
ル
・
ル
ー

ム
や
和
室
・
大
浴
場
も
有
り
、
川
床
料
理
や
精
進
料
理
・

朝
粥
・
お
や
つ
も
ご
用
意
。
写
仏
・
写
経
・
お
数
珠
・
匂

い
袋
・
友
禅
染
め
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
り
等
暑
い
京
都
を
涼
し

く
、
楽
し
い
事
を
考
え
て
い
ま
す
。
お
子
様
料
金
も
あ
り

ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。 

※
い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
ま
す
の
で
お
早
め
に
。 

お
一
人
で
も
、
ご
高
齢
の
方
も
楽
な
旅
で
す
の
で
大
丈
夫

で
す
。
巡
拝
・
巡
礼
の
旅
の
説
明
会
有
り
。
二
名
一
室
等

の
ご
希
望
も
可
。
お
申
込
み
の
方
に
は
詳
細
を
お
知
ら
せ 

し
ま
す
。 

※
参
加
を
迷
わ
れ
て
い
る
方
は
、
い
つ
で
も
龍
雲
寺
ま
で 

ご
連
絡
下
さ
い
。 

■
第
三
次
第
二
回
西
国
三
十
三
観
音
巡
礼 

十
月
十
五
日(

月)

～
十
八
日(

木)
 

三
泊
四
日 

今
回
の
西
国
は
前
回
と
同
じ
バ
ス
で
。 

ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
は
二
人
で
安
心
し
て
乗
っ
て
頂
け
ま
す
。 

八
番
廳
谷
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
、
奈
良
、
東
大
寺
大
仏
殿

の
す
ぐ
近
く
の
遊
景
の
宿
平
成
で
二
泊
。
東
大
寺
・
薬
師

堂
の
特
別
拝
観
等
考
え
て
い
ま
す
。
石
山
寺
・
三
井
寺
・

上
醍
醐
寺
を
巡
礼
し
て
、
十
五
番
観
音
寺
で
帰
途
に
。 

昨
年
奥
州
三
十
三
観
音
巡
礼
で
バ
ス
で
恐
山
ま
で
行
き
、

参
加
下
さ
れ
た
方
々
が
皆
バ
ス
が
楽
だ
と
言
わ
れ
て
バ
ス

に
し
る
し
た
。 

新
東
名
高
速
道
路
も
出
来
て
、
遠
い
所
も
近
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。 

編
集
後
記 

○
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
○
住
職
は
あ
い

か
わ
ら
ず
京
都
へ
。
少
し
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
の
で

は
？
と
心
配
し
て
い
ま
す
○
新
命
は
、
妙
心
僧
堂
か
ら
戻

っ
て
一
年
四
ヶ
月
位
経
ち
、
大
学
と
僧
堂
が
京
都
だ
っ
た

の
で
最
近
東
京
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
今
は
花
園
大
学

の
大
学
院
生
で
先
日
高
等
布
教
の
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

亡
く
な
っ
た
父
（
故 

松
原
泰
道
）
も
喜
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
○
龍
雲
寺
の
書
生
さ
ん
は
、
私
が
来
て
か
ら
八
十

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
大
事
な
息
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し

て
い
る
の
で
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
募
集
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
口
コ
ミ
で
来
て
く
れ
ま
す
○
私
事
で

す
が
、
本
山
で
御
詠
歌
の
準
講
師
三
級
の
試
験
に
合
格
。

声
も
手
も
震
え
て
大
変
で
し
た
○
バ
ラ
園
は
磯
貝
さ
ん
の

お
か
げ
で
今
年
も
素
晴
ら
し
い
花
が
沢
山
咲
き
バ
ラ
園
を

訪
れ
る
方
々
も
毎
年
増
え
て
き
て
嬉
し
い
で
す
○
中
国
茶

講
習
会
も
好
評
で
、
今
秋
、
紅
葉
の
頃
に
又
開
き
ま
す
。

お
楽
し
み
に
○
お
か
げ
さ
ま
で
山
内
一
同
、
皆
元
気
に
し

て
い
ま
す
○
犬
の
ハ
ク
と
タ
ラ
は
毎
日
坂
本
さ
ん
と
お
散

歩
。
猫
た
ち
は
寝
過
ぎ
。
庭
の
金
魚
や
メ
ダ
カ
は
餌
を
競

い
合
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。
お
元
気
で 
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募
集
中
！ 
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